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【 圃場調査について 】 

今年もオリエンタル、ＯＴ-ハイブリッドが多く生産されているオランダ東部のドレンテ

州および南部のリンブルグ州の圃場を訪問しました。上記の通り、好条件に恵まれた今年の

球根は、多くの圃場・品種で肥大が良く、特にドレンテでは過去の調査結果と比較しても高

い肥大率となっていました。先だって圃場調査を実施した輸出会社の中には当初見込んで

いた球数を上方修正する会社もあり、昨年とは異なり品種によっては追加のオファーが出

てくるなど生育が順調に進んでいることを裏付けます。オリエンタル系の結果はまだ先に

なりますが、収穫が終盤に来ているＬＡでは、肥大が進んだ（進みすぎた）圃場もあり、 

１２－１４などの小球が少なく、１６－１８などの大球が多い傾向となっています。 

他方、球根内の芽形成調査では芽の基部が太くしっかりした品種が多いものの、全体的に

芽が高い傾向が見られました。また、１０月の雨により気温の低下が緩やかで、外鱗片が傷

んでいるものも見られました。輸出会社に入荷されたＬＡにおいても、芽が高いと言う担当

者が多く、慎重に検査されています。弊社への入荷時においても注意して検査を行うととも

に、今年の特徴と捉え商品管理につなげていきたいと思います。 

 

表：圃場調査結果 

  ２５年産 ２４年産 過去数年 

肥大  ８．０ｃｍ  ８．１ｃｍ ７．６～８．１ 

芽の高さ ３３．１ｍｍ ２８．２ｍｍ ２８．２～３２．０ 

芽の基部  ５．８ｍｍ  ５．５ｍｍ ５．２～５．５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：シャルドネ（八重）／南部リンブルグ州 

 

 

 

 

 


